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１　

文
学
／
微
視
と
巨
視

　

神
は
細
部
に
宿
る
の
だ
と
し
て
も
、
神
の
存
在
を
肯
な
い
、
神
の
創
造

の
意
思
を
窺
い
知
ろ
う
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
細
部
を
緻
密
に

観
察
し
分
析
し
た
と
こ
ろ
で
、
全
体
像
は
視
え
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
。
文

学
研
究
も
、
時
代
別
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に
棲
み
分
か
れ
て
、
個
個
の
作
品
や

作
者
を
考
察
し
、
本
文
の
一
語
句
を
も
忽
せ
に
し
な
い
微
視
と
、
文
学
史

を
眺
望
す
る
巨
視
と
を
、
時
に
交
錯
さ
せ
な
け
れ
ば
、
文
学
と
は
何
で
あ

り
、
何
で
あ
っ
た
か
、
と
問
い
つ
づ
け
る
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
み
ず
か
ら
を
戒
め
、
励
ま
す
た
め
に
、
時
代
錯
誤
の
ラ
・
マ
ン
チ
ャ

の
郷
士
に
倣
っ
て
、
中
世
文
学
と
い
う
風
車
に
挑
も
う
と
す
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。

　

古
代
前
期
（
上
代
・
奈
良
時
代
）
の
文
学
は
、『
古
事
記
』『
風
土
記
』

『
懐
風
藻
』『
万
葉
集
』
に
よ
っ
て
（『
日
本
書
紀
』『
古
語
拾
遺
』『
日
本

霊
異
記
』『
延
喜
式
』
の
「
祝
詞
」
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
が
）、
ほ
ぼ
全
容
を
概
観
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
、
詩
（
文
学
）

の
発
生
、
神
話
と
歴
史
（
物
語
）、
口
承
か
ら
記
載
へ
、
伝
承
と
虚
構
、

個
と
集
団
な
ど
、
文
学
史
の
諸
問
題
は
出
揃
っ
て
い
る
。
中
国
文
学
（
漢

字
・
漢
語
・
漢
詩
文
）
と
の
遭
遇
に
始
ま
る
受
容
・
習
熟
・
創
造
の
長
い

時
間
と
と
も
に
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

中
世
文
学
の
風
景

─
宗
祇
・
実
隆
を
視
座
と
し
て
─

関
根
賢
司
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ヤ
ポ
ネ
シ
ア
（
日
本
列
島
弧
）
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
⒜
ア
イ

ヌ
と
、
⒝
大
和
と
、
⒞
琉
球
弧
と
の
、
三
つ
の
古
代
文
学
が
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
様
相
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
神
々
や
英
雄
の
登
場
す
る
神
話
が
、

詩
（
神
謡
・
神
唄
）
と
し
て
歌
わ
れ
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
日
本
を
、
単
一
言
語
・
単
一
民
族
と
し
て
捉
え
る
、
余
り
に
も
偏
狭

な
固
定
観
念
か
ら
、
解
き
放
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

古
代
後
期
（
中
古
・
平
安
時
代
）
の
文
学
は
、
A
漢
文
学
（
漢
詩
文
）

と
、
B
和
文
学
（
仮
名
文
学
）
と
が
、
並
び
行
わ
れ
て
い
た
が
、
⒜
僧
家

（
出
家
者
）、
⒝
儒
家
（
律
令
官
人
）、
⒞
宮
廷
女
房
（
受
領
階
級
の
娘
）

に
よ
る
言
説
（
言
語
表
現
・
文
学
）
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ

れ
ぞ
れ
、
⒜
空
海
、
⒝
菅
原
道
真
、
⒞
紫
式
部
を
頂
点
と
す
る
が
、
受
領

階
級
（
下
級
貴
族
）
の
和
文
学
と
し
て
、
紀
貫
之
の
存
在
（
お
よ
び
初
期

物
語
の
作
者
た
ち
）
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
女
房
の
和
泉
式
部
は
、

王
朝
随
一
の
歌
び
と
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

B
和
文
学
（
歌
・
日
記
・
物
語
）
を
偏
重
し
、
A
漢
文
学
（
こ
と
に
も

仏
教
的
著
述
）
を
軽
視
し
て
放
逐
す
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
教
養
（
文

化
）
の
乏
し
さ
に
も
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
近
世
の
国
学
を
無
自
覚
的

に
承
け
継
い
で
い
る
近
代
の
い
さ
さ
か
狭
苦
し
い
文
学
観
（
詩
歌
・
小
説

の
偏
愛
）
に
根
ざ
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
近
代
文
学
（
研
究
）
は
、
豊
か

な
外
国
文
学
と
そ
の
翻
訳
の
享
受
を
度
外
視
す
る
な
ら
ば
、
単
彩
の
貧
し

い
景
観
を
呈
す
る
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
言
う
。
古
代
後
期
の
文
学
を
代
表
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し

て
は
、
A
漢
詩
文
の
『
本
朝
文
粋
』
と
、
B
和
歌
の
『
古
今
集
』
以
下
の

勅
撰
集
が
編
ま
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
A 

B
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
約
し

た
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
、
小
気
味
よ
い
象
徴
と
し
て
存
在
し
、
愛
誦
さ
れ

て
き
た
。

　

で
は
、
中
世
（
鎌
倉
・
室
町
時
代
）
の
文
学
は
、
ど
う
か
。
古
代
前
期

の
漢
字
の
み
で
書
か
れ
た
『
万
葉
集
』、
古
代
後
期
の
和
文
・
仮
名
書
き

の
『
源
氏
物
語
』
に
匹
敵
す
る
の
は
、
道
元
の
和
漢
混
淆
文
を
自
在
に
駆

使
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
る
が
、
そ
の
仏
教
（
哲
学
・
形
而
上
学
）
的

思
惟
の
言
語
表
現
は
、
余
り
に
も
高
く
深
く
卓
越
し
て
い
る
か
ら
、
か

え
っ
て
文
学
史
（
研
究
）
の
外
部
へ
と
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。
未
熟
な
文
学

観
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
仏
教
史
・
思
想
史
（
研
究
）
に
委
ね
て
弧
塁
を

守
っ
て
い
る
か
ら
、
道
元
を
中
心
に
据
え
て
中
世
文
学
を
見
渡
す
視
点
・

方
法
は
、
今
し
ば
ら
く
見
い
だ
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

視
角
を
変
え
て
、
世
阿
弥
（
能
楽
）
と
宗
祇
（
連
歌
）
を
、
中
世
文
学

の
双
璧
だ
と
提
唱
し
て
み
よ
う
。
と
も
に
、
中
世
の
無
常
観
（
美
学
・
形

而
上
学
）
を
〈
中
世
詩
〉
と
し
て
高
度
に
洗
練
さ
せ
結
晶
さ
せ
た
純
粋

詩
・
象
徴
詩
を
実
現
し
た
、
と
。
だ
が
、
争
乱
に
始
ま
り
南
北
朝
を
経
て

乱
世
へ
と
至
る
中
世
を
想
え
ば
、
時
代
を
映
し
て
は
い
る
が
、
あ
だ
花
、
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上
澄
み
と
い
う
印
象
も
否
み
が
た
く
、
か
え
っ
て
、
物
狂
お
し
く
奇
矯
な

『
一
言
芳
談
』
や
『
狂
雲
集
』
が
、
あ
る
い
は
、
社
会
の
底
辺
か
ら
響
い

て
く
る
『
梁
塵
秘
抄
』
や
『
閑
吟
集
』
が
、
そ
う
し
て
、
必
ず
し
も
新
た

な
戦
慄
を
創
造
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
時
代
と
斬
り
結
ぼ
う
と
し
た

『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
が
、
反
証
と
し
て
喚
び
起
こ
さ
れ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
、
西
行
や
定
家
は
、
正
徹
や
心
敬
は
、
狂
言
や
説
経
節
は
、
と

い
う
様
々
な
異
議
申
し
立
て
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
防
ぎ
え
な
い
か

ら
、
作
品
中
心
・
ジ
ャ
ン
ル
別
の
名
作
主
義
と
も
言
う
べ
き
姿
勢
は
、
反

省
を
迫
ら
れ
て
破
綻
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
中
世
文
学
の
多
様
性
か
ら
の
問

い
返
し
で
あ
る
。

　

西
行
は
、
三
十
一
文
字
の
歌
ひ
と
す
じ
に
生
き
た
よ
う
だ
が
、
定
家

は
、
晩
年
も
っ
ぱ
ら
連
歌
へ
の
関
心
を
深
め
、
連
歌
師
宗
祇
は
、
む
し
ろ

歌
人
と
し
て
の
栄
誉
を
庶
幾
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。
慈
円
は
『
拾
玉

集
』
の
歌
人
で
あ
り
、
和
漢
混
淆
文
に
独
自
の
領
域
を
拓
い
た
『
愚
管

抄
』
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
も
あ
っ
た
。
兼
好
は
、
和
歌
四
天
王
の
ひ
と
り

だ
が
、
散
文
（
擬
古
文
）
の
随
筆
・
批
評
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
『
徒
然
草
』
は
、
法
語
や
説
話
集
と
隣
接
し
て
い
て
、
む
し
ろ
伝
承

の
蒐
集
者
、
巧
み
な
再
話
者
の
俤
を
示
し
て
い
る
。
古
代
の
『
和
漢
朗
詠

集
』
に
お
け
る
歌
と
詩
の
共
存
に
は
、
中
世
の
「
和
漢
聯
句
」
と
い
う
畸

型
の
融
合
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
仏
習
合
の
中
世
は
、
和
漢

混
淆
文
を
文
化
へ
と
展
く
べ
き
責
務
を
負
わ
さ
れ
た
時
代
な
の
で
あ
っ

た
。

　

中
世
は
、
東
と
西
（
京
／
鎌
倉
）、
南
と
北
（
南
朝
／
北
朝
）、
中
央
と

地
方
（
宮
廷
・
幕
府
／
武
将
・
大
名
）
に
分
断
さ
れ
、
対
立
・
抗
争
・
交

渉
を
繰
り
返
し
、
だ
が
、
貨
幣
経
済
の
普
及
・
横
行
と
と
も
に
、
商
人
・

職
人
・
隠
者
・
芸
能
民
が
往
来
し
漂
泊
し
、
軍
馬
・
船
舶
が
東
奔
西
走

し
、
地
方
に
群
雄
が
割
拠
し
た
時
代
、
下
剋
上
の
乱
世
で
も
あ
っ
た
。

　

社
会
が
流
動
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
文
学
も
ま
た
、
個
別
の
ジ
ャ
ン
ル

に
安
住
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
和
と
漢
を
、
詩
と
散
文
を
、
文
学
と
芸
能

を
、
越
境
し
横
断
し
て
、
そ
の
生
産
と
消
費
の
様
相
を
多
彩
に
変
貌
さ
せ

る
に
至
る
。
例
え
ば
、
堂
上
か
ら
地
下
を
潜
っ
て
浮
上
し
た
連
歌
も
「
下

克
上
」「
バ
サ
ラ
」「
自
由
狼
藉
世
界
」
を
背
景
に
「
京
・
鎌
倉
ヲ
コ
キ
マ

ゼ
テ　

一
座
ソ
ロ
ハ
ヌ
エ
セ
連
歌　

在
々
所
々
ノ
歌
連
歌　

点
者
ニ
ナ
ラ

ヌ
人
ゾ
ナ
キ
」（『
二
条
河
原
落
書
』）
と
い
う
猥
雑
で
豊
饒
な
土
壌
か
ら

養
分
を
ぞ
ん
ぶ
ん
に
吸
収
し
蓄
積
し
、
時
代
の
好
尚
に
根
ざ
し
て
開
花
し

た
の
で
あ
っ
た
。
猫
ま
た
に
襲
わ
れ
た
点
取
り
虫
の
法
師
（『
徒
然
草
』）

を
嗤
っ
て
は
な
る
ま
い
。
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２　

伝
承
／
平
家
と
平
曲

　
『
徒
然
草
』
第
二
二
六
段
は
、『
平
家
物
語
』（
お
よ
び
語
り
物
と
し
て

の
「
平
曲
」）
の
成
立
を
伝
え
る
歴
史
資
料
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
中
世
文
学
の
様
相
を
象
徴
的
に

語
る
伝
承
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
証
言
席
に
招
待
し
よ
う
。
新
古
典
大
系

39
（
久
保
田
淳
校
注
）
に
拠
っ
て
、
物
語
内
容
に
関
す
る
部
分
を
省
略
し

て
掲
げ
る
。

後
鳥
羽
院
御
時
、
信
濃
前
司
行
長
、
稽
古
の
誉
れ
有
け
る
が
、
楽
府

の
御
論
義
の
番
に
召
さ
れ
て
、
七
徳
舞
を
二
つ
を
忘
れ
た
り
け
れ

ば
、
五
徳
の
冠
者
と
異
名
を
付
き
に
け
る
を
心
憂
き
こ
と
に
し
て
、

学
問
を
捨
て
て
遁
世
し
た
り
け
る
を
、
慈
鎮
和
尚
、
一
芸
あ
る
者
を

ば
下
部
ま
で
も
召
し
置
き
て
、
不
便
に
せ
さ
せ
給
け
れ
ば
、
此
信
濃

入
道
を
抉
持
し
給
け
り
。
／
こ
の
行
長
入
道
、
平
家
の
物
語
を
作
り

て
、
生
仏
と
い
ひ
け
る
盲
目
に
教
へ
て
、
語
ら
せ
け
り
。
…
…
武
士

の
こ
と
、
弓
馬
の
業わ

ざ

は
、
生
仏
、
東
国
の
者
に
て
、
武
士
に
問
ひ
聞

き
て
、
書
か
せ
け
り
。
か
の
生
仏
が
生
れ
つ
き
の
声
を
、
今
の
琵
琶

法
師
は
学
び
た
る
な
り
。

　
『
平
家
物
語
』
の
作
者
と
さ
れ
て
い
る
「
信
濃
前
司
行
長
」
は
、『
尊
卑

分
脈
』
藤
原
北
家
顕
隆
流
に
見
え
る
「
下
野

0

0

守
」
従
五
位
下
の
中
山
行
長

0

0

（
行
隆
の
三
男
）
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
揶
揄
さ
れ
て
「
五
徳
の
冠0

者0

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
鬱
屈
し
て
血
気
さ
か
ん
な
青
年
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
挫
折
、
恥
辱
、
不
如
意
か
ら
俗
世
間
を
離
脱
す
る
の
は
、
発

心
出
家
譚
の
類
型
に
属
し
て
い
る
（
そ
の
典
型
が
、
鴨
長
明
→
蓮
胤
で
あ

る
）
が
、
兼
好
の
筆
致
は
、
や
や
滑
稽
譚
に
傾
い
て
い
る
。
生
涯
を
下
級

貴
族
（
受
領
階
級
）
と
し
て
終
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
青
年
は
（
佐
藤
義

清
→
西
行
の
よ
う
に
）
潔
く
遁
世
（
入
道
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語

の
作
り
手
へ
と
転
身
し
た
の
で
あ
る
。
入
道
の
誕
生
は
、
繰
り
返
さ
れ
る

隠
者
文
学
の
発
生
で
も
あ
っ
た
。

　

夥
し
い
異
本
群
と
し
て
形
成
さ
れ
残
存
し
て
い
る
『
平
家
物
語
』
の
作

者
を
「
行
長
」
ひ
と
り
（
あ
る
い
は
生
仏
と
の
合
作
）
に
限
定
す
る
こ
と

は
、
む
ろ
ん
で
き
な
い
が
、『
徒
然
草
』
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
も
、

作
者
行
長
説
で
は
な
く
、
む
し
ろ
平
家
そ
う
し
て
平
曲
が
（
個
人
の
創
作

で
は
な
く
）
集
団
の
協
同
作
業
に
よ
る
制
作
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
現
場
と
言
う
べ
き
工
房
（
舞
台
）
を
構
成
す
る

主あ
る
じ（

企
画
・
制
作
・
演
出
）
と
工
員
（
生
産
者
・
役
割
・
登
場
人
物
）

た
ち
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
紹
介
し
、
確
認
し
て
お
く
。
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後
鳥
羽
院
（
一
一
八
〇
─
一
二
三
九
）。

─
後
白
河
院
の
孫
、
高
倉

天
皇
の
四
の
宮
と
し
て
、
幼
少
期
を
治
承
・
寿
永
の
争
乱
の
中
で
過
ご

し
、
み
ず
か
ら
も
承
久
の
乱
を
企
て
、
流
さ
れ
て
隠
岐
に
死
す
。

　
　
　
　
　

─
崇
徳　
　

─
二
条　

─
安
徳

　
　

鳥
羽

─
後
白
河

─
高
倉

─
後
鳥
羽

　

乱
世
の
帝
王
詩
人
は
（
崇
徳
の
『
詞
花
集
』、
後
白
河
の
『
千
載
集
』

『
梁
塵
秘
抄
』
を
継
い
で
）『
新
古
今
集
』
を
撰
進
せ
し
め
て
編
纂
に
干
与

し
、
歌
論
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
を
著
わ
し
た
。

　

後
鳥
羽
院
の
ま
な
ざ
し
が
、
工
房
を
舞
台
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
『
平
家

物
語
』
制
作
の
ド
ラ
マ
に
、
貴
賓
席
か
ら
注
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、
脚

本
・
演
出
・
俳
優
ら
登
場
人
物
た
ち
も
、
感
得
し
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い

で
は
な
い
か
。「
御
時
」
と
は
、
作
品
の
成
立
年
代
の
こ
と
で
は
な
く
、

歴
史
劇
の
生
誕
を
見
届
け
よ
う
と
し
て
い
る
者
の
存
在
と
時
間
で
あ
り
、

時
代
の
眼
で
も
あ
る
。

　

慈
鎮
和
尚
（
一
一
五
五
─
一
二
二
五
）。

─
大
僧
正
・
天
台
座
主
・

慈
円
の
謚
号
。

　
　
　
　
　
　
　

─
兼
実

─
良
経

　
　

藤
原
忠
通

─
慈
円

　

摂
政
関
白
の
子
、
関
白
（
日
記
『
玉
葉
』
の
著
者
）
の
弟
、
摂
政
（
歌

人
・
秋
篠
月
清
）
の
叔
父
は
、
政
治
と
宗
教
と
文
学
の
中
枢
に
位
置
し
て

い
た
。
厖
大
な
歌
集
『
拾
玉
集
』
と
渾
身
の
史
論
『
愚
管
抄
』
を
遺
し
た

こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
。
平
家
工
房
の
主
は
、
工
人
た
ち
の
「
扶
持
」

者
（
パ
ト
ロ
ン
）
で
あ
り
、
王
法
と
仏
法
の
両
輪
に
よ
っ
て
「
武
者
ノ

世
」
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
主
人
の
観
念
・
論
理
は
、
稀
釈
さ
れ
な
が
ら

も
工
房
内
に
漂
い
、
製
品
に
彩
色
を
添
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
で
あ
ろ

う
。
物
語
は
、
歴
史
書
で
も
思
想
書
で
も
な
い
か
ら
、
慈
円
の
史
観
を
無

私
の
精
神
で
祖
述
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
無
常
観
や
王
朝
的
美
学
と
と
も

に
、
時
代
の
意
匠
と
し
て
作
品
内
に
塗
り
こ
め
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
。

　

信
濃
前
司
行
長
入
道
。

─
受
領
か
ら
隠
者
へ
。
信
濃
前
司
な
ら
、
木

曽
冠
者
義
仲
と
、
下
野
守
な
ら
「
東
国
」「
武
士
」
と
、
疎
遠
で
は
な

い
。
父
が
左
大
弁
（
中
山
）
行
隆
（『
平
家
物
語
』
の
「
左
少
弁
行
隆
」）

な
ら
、
太
政
官
に
属
す
る
弁
官
の
子
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
学
問
」
は
、

漢
詩
文
で
あ
り
、
そ
の
「
一
芸
」
は
、
記
録
・
文
書
、
起
草
・
文
筆
で

あ
っ
て
、
い
か
に
も
平
家
の
作
者
に
ふ
さ
わ
し
い
。『
古
事
記
』
に
お
け
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る
（
稗
田
阿
礼
で
は
な
く
）
太
安
万
侶
（
正
五
位
上
・
勲
五
等
）
の
役
ど

こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、『
中
外
抄
』
の
筆
録
者
・
師
元
と
、『
大
鏡
』
裏
書
の
加
筆
者
・

師
安
は
、
中
原
師
遠
の
子
（
兄
弟
）
で
あ
り
、
父
子
三
人
と
も
弁
官
の
下

に
位
置
す
る
大
外
記
で
あ
っ
た
。
説
話
集
と
歴
史
物
語
と
軍
記
物
語
と

は
、
根
を
同
じ
く
し
て
い
て
、
必
ず
し
も
独
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
を
主
張
し

え
な
い
。
道
長
の
栄
花
を
語
る
こ
と
と
、
清
盛
の
「
我
身
の
栄
花
」
を
語

る
こ
と
と
。（
参
照
、
佐
藤
謙
三
「
大
鏡
研
究
」（『
平
安
時
代
文
学
の
研

究
』
所
収
→
角
川
文
庫
『
大
鏡
』
の
「
解
説
」）。
同
じ
著
者
の
角
川
文
庫

『
平
家
物
語
』
の
「
解
説
」
は
、
信
濃
前
司
と
下
野
守
を
同
一
人
物
と
す

る
こ
と
に
、
い
く
ぶ
ん
懐
疑
的
で
は
あ
る
が
。）

　

生
仏
。

─
「
東
国
」
か
ら
流
浪
し
て
き
た
「
盲
目
」
の
漂
泊
芸
能

民
。
兼
好
は
「
琵
琶
法
師
」
を
「
め
く
ら
法
師
」
と
も
呼
ん
で
い
る
か
ら

（
第
二
三
二
段
）、
生
仏
も
、
そ
の
「
声
」
を
学
ん
だ
「
琵
琶
法
師
」
た
ち

も
、
好
奇
と
賤
視
の
対
象
と
し
て
描
か
れ
る
『
職
人
歌
合
』
絵
巻
の
住
人

で
あ
る
。「
一
芸
」
を
生
業
と
し
て
金
銭
（
貨
幣
）
を
稼
ぐ
芸
能
民
は

（
商
工
民
と
同
じ
く
）
長
く
卑
め
ら
れ
差
別
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。（
才

能
・
芸
人
を
意
味
す
る
タ
レ
ン
ト
は
、
も
と
貨
幣
の
単
位
で
あ
っ
た
。）

　

こ
れ
を
要
す
る
に
、『
平
家
物
語
』
は
、
垂
直
軸
（
天
皇
・
貴
族
・
僧

侶
・
武
士
・
隠
者
・
賤
民
）
と
水
平
軸
（
都
と
東
国
お
よ
び
西
海
、
中
央

と
地
方
）
と
の
交
錯
す
る
時
空
に
成
立
し
た
、
と
見
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
中
世
の
縮
図
、
中
世
文
学
史
の
鮮
や
か
な
一
齣
で
あ
る
。

　

だ
が
、
行
長
と
生
仏
は
、
晴
眼
と
盲
目
、
文
字
（
記
載
）
と
無
文
字

（
声
・
口
承
）、
と
い
う
矛
盾
・
対
立
・
併
存
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
や
が

て
、
文
学
的
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
（
読
ま
れ
る
）『
平
家
物
語
』（
諸
本

群
）
と
、
琵
琶
法
師
た
ち
の
演
唱
す
る
台
本
と
し
て
の
（
語
ら
れ
聴
か
れ

る
）「
平
曲
」
と
を
、
別
個
に
派
生
さ
せ
て
い
く
。
原
初
の
「
モ
ノ
ガ
タ

リ
」（
口
承
。
ム
ン
ガ
タ
イ
＝
昔
話
）
が
、
仮
名
文
字
の
「
物
語
」
作
品

へ
と
転
生
し
て
、
再
び
、
声
と
文
字
と
が
出
会
い
な
が
ら
も
別
れ
を
遂
げ

た
の
で
あ
る
。
和
文
脈
と
漢
文
脈
と
の
混
淆
す
る
「
平
家
の
物
語
」
は
、

物
語
と
語
り
物
と
に
分
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
文
学
史
（
研
究
）、
芸
能

史
（
研
究
）
へ
と
手
渡
さ
れ
る
。

　

目
と
耳
の
乖
離
、
た
わ
や
す
く
は
架
橋
し
え
な
い
困
難
な
課
題
に
関
し

て
は
、
兵
藤
裕
己
『
語
り
物
序
説
』『
平
家
物
語
の
歴
史
と
芸
能
』『
琵
琶

法
師
』
な
ど
が
、
鋭
利
で
卓
拔
な
考
察
と
思
索
を
深
め
て
い
る
か
ら
、
そ

れ
ら
に
譲
っ
て
先
を
急
ぐ
。
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３　

芸
能
／
連
歌
と
能
楽

　

平
家
（
平
曲
）
の
制
作
工
房
が
示
す
中
世
文
学
の
見
取
り
図
を
、
宗

祇
・
実
隆
を
視
座
と
し
て
、
二
人
の
交
渉
を
通
し
て
、
い
っ
そ
う
広
く
具

体
的
に
見
渡
す
前
に
、
連
歌
お
よ
び
能
楽
の
一
斑
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　

巨
視
的
に
通
観
す
れ
ば
、
文
学
史
を
牽
引
す
る
〈
詩
〉
は
、
漢
詩
・
歌

謡
と
併
走
し
な
が
ら
、
万
葉
→
古
今
→
新
古
今
へ
、
あ
る
い
は
、
人
麻

呂
・
家
持
→
貫
之
・
和
泉
式
部
→
西
行
・
定
家
へ
、
と
（
長
歌
を
散
文
の

日
記
・
物
語
に
手
渡
し
て
）
流
れ
き
た
り
、
そ
れ
ら
を
継
承
し
た
連
歌

は
、
謡
曲
（
詞
章
）
と
と
も
に
、
中
世
詩
と
し
て
の
達
成
を
遂
げ
、
近
世

の
俳
諧
へ
と
道
を
譲
っ
た
。
連
歌
史
は
、
片
歌
の
唱
和
、
短
連
歌
か
ら
発

生
し
、
有
心
・
無
心
、
堂
上
・
地
下
を
糾
合
し
、
良
基
・
心
敬
ら
を
経

て
、
宗
祇
へ
と
至
っ
た
。

　

連
歌
の
世
界
の
一
角
を
、
二
つ
の
准
勅
撰
集
の
窓
か
ら
垣
間
見
る
に
と

ど
め
る
。

　

A
『
菟
玖
波
集
』。

─
二
条
良
基
（
摂
政
・
関
白
・
太
政
大
臣
）、

佐
々
木
道
誉
（
近
江
の
守
護
・
武
将
。
バ
サ
ラ
大
名
）、
救
済
（
隠
者
・

連
歌
師
）
の
協
同
作
業
に
よ
っ
て
成
る
。

　

B
『
新
撰
菟
玖
波
集
』。

─
同
じ
く
、
三
条
西
実
隆
（
内
大
臣
）、
大

内
政
弘
（
長
防
の
守
護
・
武
将
）、
宗
祇
・
兼
載
ら
（
隠
者
・
連
歌
師
）

の
協
同
に
よ
る
編
集
。

　

A
前
者
の
作
者
（
付
句
入
集
の
詠
み
び
と
）
の
顔
ぶ
れ
は
、
後
鳥
羽

院
、
良
基
、
定
家
、
家
隆
、
為
家
、
為
氏
、
後
深
草
院
少
将
内
侍
と
弁
内

侍
の
姉
妹
、
す
な
わ
ち
、
天
皇
、
貴
族
、
歌
人
、
隠
者
、
宮
廷
女
房
た
ち

で
あ
る
。
和
歌
史
と
連
歌
史
と
が
、
た
が
い
に
乗
り
入
れ
、
日
記
作
者
も

加
わ
っ
て
い
る
。

　

B
後
者
の
巻
頭
（
付
句
）
に
は
、
後
土
御
門
天
皇
、
足
利
義
政
、
勝
仁

親
王
、
西
園
寺
実
遠
、
近
衛
政
家
が
並
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
、
集
を
権

威
づ
け
る
た
め
の
存
在
で
あ
る
が
、
実
作
者
で
も
あ
っ
た
。
B
の
二
十
句

以
上
（
入
集
）
の
作
者
に
は
、
心
敬
、
宗
砌
、
専
順
、
智
蘊
、
宗
祇
、
兼

載
ら
、
専
門
的
な
連
歌
師
の
ほ
か
に
、
大
内
政
弘
、
三
条
西
実
隆
、
徳
大

寺
実
淳
、
一
条
冬
良
、
一
条
兼
良
ら
、
武
将
、
貴
族
も
名
を
列
ね
る
。
連

歌
の
流
行
は
、
階
級
を
縦
断
し
、
中
央
と
地
方
を
横
断
し
て
い
る
。

　

A
の
二
条
良
基
は
、
歌
を
頓
阿
（
も
と
武
士
。
慶
運
、
浄
弁
、
兼
好
と

と
も
に
和
歌
四
天
王
）
に
、
連
歌
を
救
済
に
学
ん
だ
が
、
二
人
の
師
の

後パ
ト
ロ
ン

援
者
で
も
あ
っ
た
。『
筑
波
問
答
』
な
ど
の
連
歌
論
書
が
あ
る
。
B
の

一
条
兼
良
は
、
良
基
の
孫
、
和
歌
・
歌
学
、
連
歌
・
連
歌
論
、
有
職
故

実
、
古
典
学
の
碩
学
、
中
世
を
代
表
す
る
文
化
人
・
文
学
者
で
あ
っ
た
。
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ジ
ャ
ン
ル
を
越
境
し
て
、
連
歌
も
所
を
得
て
い
た
の
だ
。

　

観
阿
弥
・
世
阿
弥
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
能
楽
（
申
楽
）
は
、
大
和
猿

楽
の
結
崎
座
、
と
い
う
在
地
性
と
集
団
性
に
根
ざ
し
、
田
楽
・
曲
舞
な
ど

を
採
り
入
れ
（
混
淆
し
）
て
、
寺
社
の
勧
進
能
と
し
て
興
行
さ
れ
、
宗
教

（
庶
民
の
信
仰
）
と
分
ち
が
た
く
結
ば
れ
て
い
た
。
都
と
鄙
を
往
来
し
、

貴
人
と
衆
庶
の
間
を
彷
徨
し
、
将
軍
の
寵
愛
と
不
興
、
貴
族
の
愛
玩
と
蔑

視
、
観
客
の
喝
采
と
失
笑
に
曝
さ
れ
揉
ま
れ
て
遊
行
す
る
漂
泊
芸
能
民
の

一
座
は
、
時
代
・
社
会
に
抗
い
／
強
い
ら
れ
て
、
幽
玄
の
花
を
追
求
し
た

の
だ
。

　

美
童
の
俳わ

ざ

優を
ぎ

と
し
て
出
現
し
た
世
阿
弥
は
、
能
本
（
謡
曲
）
の
作
者
で

あ
り
、
演
者
で
あ
り
、
企
画
・
演
出
・
監
督
を
兼
ね
る
興
業
主
で
あ
り
、

か
つ
能
楽
論
の
批
評
家
で
も
あ
っ
た
。
一
座
の
演
能
は
、
だ
が
、
一
座
の

移
動
と
と
も
に
消
え
去
っ
て
、
あ
と
か
た
も
無
い
。
遂
行
さ
れ
て
、
終

る
、
そ
れ
が
〈
芸
能
〉
の
存
在
様
態
で
あ
る
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
連
衆
（
集
団
）
の
寄
り
合
い
に
よ
っ
て
成
立
す
る
連

歌
（
会
）
も
ま
た
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の
一
回
性
を
存
在
の
根
拠
と
し
て
い

た
。
茶
の
湯
な
ど
と
同
じ
く
「
一
期
一
会
」
の
世
界
で
あ
り
、
芭
蕉
の
言

う
「
文
台
引
下
ろ
せ
ば
則

す
な
は
ち

反
古
也
」
の
世
界
で
あ
っ
た
。
懐
紙
が
奉
納

さ
れ
て
遺
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
不
朽
の
文
字
に
刻
ん
で
冊
子
・
書
物
に

仕
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
二
義
的
で
あ
っ
た
。

　
〈
座
〉
の
文
学
で
あ
る
連
歌
・
俳
諧
は
、
折
口
信
夫
の
説
く
「「
す
ぽ
う

つ
」
と
し
て
の
歌
合
せ
」（
新
『
全
集
』
15
）
に
連
接
し
て
い
る
。「
あ
は

す
」
は
「
闘
は
す
・
争
は
す
」
の
意
で
あ
り
、「
農
村
生
活
」
の
「
祈

願
」
や
「
卜
占
の
方
法
」
に
淵
源
す
る
「
文
学
競
技
」
だ
、
と
。
歌
垣

（
か
が
ひ
・
掛
け
合
ひ
）
や
相
撲
や
綱
引
き
な
ど
の
民
俗
が
、
勝
敗
に

よ
っ
て
作
物
や
豊
凶
を
占
っ
て
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
。

　

男
女
、
集
落
、
左
右
、
紅
白
に
別
れ
て
争
う
競
技
・
遊
戯
は
、
祝
祭
の

芸
能
空
間
で
あ
る
か
ら
、
競
技
す
る
集
団
は
、
次
第
に
観
衆
・
聴
衆
を
派

生
さ
せ
、
さ
ら
に
勝
ち
負
け
、
景
品
（
賭
け
物
）、
採
否
を
決
す
る
判
者
・

点
者
・
選
者
・
宗
匠
な
ど
が
誕
生
す
る
。
春
・
秋
や
、
涼
・
仲
忠
の
優
劣

論
、
六
百
番
歌
合
に
は
、
額
田
王
や
清
少
納
言
、
釈
阿
俊
成
が
判
者
と
し

て
招
請
さ
れ
る
よ
う
に
、
批
評
家
も
ま
た
。

　

平
曲
や
能
楽
が
芸
能
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
連
歌
も
ま

た
、
い
や
広
く
中
世
文
学
そ
の
も
の
が
、
著
し
く
芸
能
性
を
帯
び
て
い

て
、
芸
能
と
し
て
存
立
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
中
世
に
簇
生
し
た
説
話
集

の
多
く
は
、
口
頭
で
語
ら
れ
る
唱
導
・
説
経
・
法
談
の
台
本
と
し
て
書
き

集
め
ら
れ
、
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
は
禅
堂
に
お
け
る
「
示
衆
」
の
文
学

で
あ
っ
た
。
寺
社
縁
起
の
絵
や
絵
巻
は
、
職
人
歌
合
に
登
場
す
る
「
絵
解

き
」
の
説
き
語
り
に
供
せ
ら
れ
て
い
た
。
物
語
、
説
話
、
軍
記
は
、
能
、

幸
若
舞
、
説
経
節
な
ど
の
芸
能
民
に
よ
っ
て
、
解
体
さ
れ
吸
収
さ
れ
て
、
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再
生
す
る
。

　

中
世
文
学
は
、
階
級
や
地
域
や
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、
重
層
的
な
制
作

者
集
団
が
、
広
汎
な
享
受
者
層
に
涵
養
さ
れ
て
、
両
者
の
協
同
に
よ
る
生

産
・
流
通
・
消
費
を
、
祝
祭
の
芸
能
と
し
て
遂
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

４　

宗
祇
／
学
匠
詩
人

　

内
大
臣
・
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
─
一
五
三
七
）
は
、
中
世
の
後
期

あ
る
い
は
末
期
を
生
き
た
貴
族
の
一
人
で
あ
る
。
応
仁
元
年
（
一
四
六

七
）、
応
仁
の
乱
が
始
ま
り
、
十
三
歳
の
公
延
は
母
と
鞍
馬
に
疎
開
し
、

翌
々
文
明
元
年
、
元
服
し
て
実
隆
と
改
名
し
、
右
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
、
正

五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た
。
す
で
に
家
格
が
固
定
さ
れ
て
い
た
公
家
と
し
て

は
、
摂
家
・
清
華
に
次
ぐ
大
臣
家
に
属
し
、
そ
の
下
位
が
羽
林
家
・
名
家

で
あ
る
か
ら
、
最
上
級
で
も
下
級
で
も
な
い
、
中
流
貴
族
で
あ
る
。
そ
の

死
は
、
天
文
法
華
の
乱
の
翌
年
で
あ
る
か
ら
、
乱
世
、
下
剋
上
の
時
代
に

生
涯
を
過
ご
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

実
隆
は
、
歌
集
『
雪
玉
集
』『
聴
雪
集
』、
歌
日
記
『
再
昌
草
』
の
歌
人

で
あ
り
、
古
注
を
集
成
し
私
見
を
加
え
た
『
細
流
抄
』
の
源
氏
物
語
研
究

者
で
も
あ
る
が
、
そ
の
和
歌
史
的
位
置
、
研
究
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
家
・
研
究
者
に
委
ね
よ
う
。
実
隆
の
浩
瀚
な
漢
文
日
記

『
実
隆
公
記
』
に
つ
い
て
も
、
繙
読
す
る
素
養
や
余
裕
に
恵
ま
れ
ず
、
言

及
し
論
評
す
る
見
識
も
欠
如
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
日
記
を
丹
念
に
読

み
解
い
て
叙
述
さ
れ
た
次
の
三
冊
の
書
物
に
触
れ
て
、
中
世
文
学
の
諸
相

を
眺
望
す
る
視
点
へ
と
導
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

⑴
原
勝
郎
『
東
山
時
代
に
於
け
る
一
縉
紳
の
生
活
』（
創
元
社
・
日
本

文
化
名
著
選
、
一
九
四
一
。
後
に
諸
論
文
を
追
補
し
て
、
筑
摩
選
書
に
。）

　

⑵
芳
賀
幸
四
郎
『
三
条
西
実
隆
』（
吉
川
弘
文
館
・
人
物
叢
書
、
一
九

六
〇
）

　

⑶
奥
田
勲
『
宗
祇
』（
同
前
・
人
物
叢
書
、
一
九
九
八
）

　

以
下
、
宗
祇
と
実
隆
を
中
心
に
、
そ
の
交
渉
を
通
し
て
、
中
世
文
学

（
史
）
の
景
観
の
粗
描
を
試
み
る
が
、
二
人
の
行
実
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ

す
べ
て
を
右
の
三
書
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
抄
出
、
摘
記
、

孫
引
き
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
こ
と
を
予
め
明
記
し
て
、
煩
瑣
な
注
記
を

省
略
す
る
。

　

連
歌
師
・
宗
祇
（
一
四
二
一
─
一
五
〇
二
）
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
近

江
国
（
湖
東
）
の
武
家
の
子
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
紀
伊
国
（
小
松

原
）
の
猿
楽
の
子
と
す
る
伝
承
も
あ
っ
て
、
同
時
代
の
証
言
は
皆
無
で
あ

る
。
青
蓮
寺
で
出
家
し
た
と
も
、
相
国
寺
に
住
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る

が
、
寺
院
に
属
す
る
僧
侶
で
は
な
く
、
土
地
（
納
税
）
と
階
級
（
主
従
）

に
縛
ら
れ
た
俗
世
間
を
離
脱
し
た
隠
者
（
遁
世
者
）
と
い
う
生
の
形
式
を
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選
ん
だ
の
だ
か
ら
、
僧
形
の
連
歌
師
「
宗
祇
法
師
」
誕
生
以
前
の
、
俗

姓
、
俗
名
、
三
十
年
の
履
歴
を
消
し
去
っ
た
の
は
、
自
由
な
精
神
の
み
ご

と
な
韜
晦
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

宗
祇
と
実
隆
の
文
学
的
な
出
会
い
は
、
い
わ
ゆ
る
「
古
今
伝
授
」
に
始

ま
る
よ
う
だ
。
近
世
の
国
学
こ
の
か
た
、
古
典
の
注
釈
・
研
究
史
の
悪
し

き
因
習
と
し
て
埓
外
に
放
逐
さ
れ
て
き
た
古
今
伝
授
は
、
近
代
の
大
学
が

授
与
す
る
卒
業
証
書
（
学
位
記
）
や
、
華
道
・
茶
道
な
ど
の
師
範
免
状
と

等
し
い
機
能
を
果
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
社
会
史
的
・
文
化
史

的
な
事
象
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

古
今
伝
授
は
、
御
子
左
家
の
俊
成
・
定
家
を
歌
の
家
の
始
祖
と
し
て
権

威
化
し
つ
つ
形
成
さ
れ
た
歌
学
の
正
系
で
あ
っ
た
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　

─
為
氏
（
二
条
家
）
─
為
世
（
当
流
）
→

　

定
家
─
為
家
─
─
為
教
（
京
極
家
）

　
　
　
　
　
　
　

─
為
相
（
冷
泉
家
）

　

東
常
縁
（
地
方
・
武
将
）
か
ら
伝
授
を
受
け
た
宗
祇
（
隠
者
）
も
「
当

流
」
を
標
榜
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
。
伝
授
に
先
立
っ
て
講
義
が
あ
っ
た
か

ら
、
宗
祇
は
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
を
著
わ
し
た
。
受
講
ノ
ー
ト
、

単
位
論
文
の
類
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
条
兼
良
（
摂
政
・
太
政
大
臣
・

関
白
）
か
ら
、
古
典
（
学
）
を
学
ん
で
、
周
防
の
大
内
氏
（
武
家
）
の
文

化
圏
で
の
講
読
に
基
づ
く
『
伊
勢
物
語
山
口
記
』
を
遺
し
、
実
隆
の
質
疑

に
答
え
た
『
種
玉
編
次
抄
』
を
書
き
、
斬
新
な
見
解
を
示
す
『
雨
夜
談

抄
』（『
帚
木
別
注
』
と
も
）
の
著
述
も
あ
っ
て
、
古
今
伝
授
が
古
典
学
の

継
承
で
も
あ
り
、
隠
者
が
、
公
家
と
武
家
の
仲
介
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　

御
子
左
家
の
二
条
家
か
ら
、
常
縁
を
経
て
宗
祇
に
至
っ
た
古
今
伝
授

は
、
肖
柏
・
宗
長
・
宗
碩
ら
の
連
歌
師
へ
、
そ
う
し
て
実
隆
へ
と
伝
え
ら

れ
、
さ
ら
に
実
隆
の
子
・
孫
（
公
条
・
実
枝
）
か
ら
、
細
川
幽
斎
（
武

将
）
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く
。
歌
学
が
家
学
と
な
り
、
和
学
へ
と
拡
が

り
、
階
級
・
地
域
を
超
え
て
、
中
世
の
学
知
が
成
立
す
る
。

　

古
今
・
伊
勢
・
源
氏
、
と
並
べ
掲
げ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
御
子
左
家
の

好
尚
・
美
学
に
基
づ
い
て
正カ

ノ
ン典

化
さ
れ
た
作
品
た
ち
で
あ
り
、
新
古
今
時

代
の
本
歌
取
り
に
集
約
さ
れ
た
古
典
主
義
の
詩
学
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と

は
、
余
り
に
も
明
白
で
あ
る
。「
源
氏
見
ざ
る
歌
よ
み
は
遺
恨
の
事
也
」

（
俊
成
）
か
ら
「
於
歌
道
は
定
家
を
難
ぜ
ん
輩
は
、
冥
加
も
あ
る
べ
か
ら

ず
」（
正
徹
）
へ
。

　

宗
祇
は
、
宗
砌
・
専
順
ら
に
師
事
し
て
連
歌
を
学
び
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

（
付
句
集
）『
竹
林
抄
』
を
編
ん
で
、
先
達
（
宗
砌
・
宗
伊
・
心
敬
・
行

助
・
専
順
・
智
蘊
・
能
阿
）
の
系
譜
の
も
と
に
み
ず
か
ら
を
位
置
づ
け
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（
芭
蕉
が
西
行
・
宗
祇
・
雪
舟
・
利
休
の
風
雅
史
の
中
に
み
ず
か
ら
を
定

位
し
た
よ
う
に
）、
さ
ら
に
、
常
縁
か
ら
古
今
集
・
百
人
一
首
の
講
釈
を

受
け
て
「
門
弟
随
一
」
の
奥
書
を
与
え
ら
れ
た
。
連
歌
師
と
し
て
自
立
し

た
だ
け
で
は
な
く
、
古
今
伝
授
に
よ
っ
て
古
典
講
読
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
獲

得
し
、
公
家
や
武
家
と
も
交
際
し
う
る
途
を
拓
い
た
の
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
宗
祇
は
和
学
者
と
し
て
生
き
た
の
で
は
な
く
、
や
が
て
は
古
典

学
も
、
俳
諧
宗
匠
・
北
村
季
吟
（
歌
人
で
も
あ
る
）
に
よ
っ
て
、
源
氏
物

語
（
湖
月
抄
）
と
と
も
に
、
土
佐
日
記
（
抄
）、
大
和
物
語
（
抄
）、
枕
草

子
（
春
曙
抄
）、
徒
然
草
（
文
段
抄
）
ま
で
拡
散
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、

新
古
今
と
俳
諧
の
連
歌
と
の
中
間
、
和
学
と
国
学
と
の
結
節
点
に
位
置
し

て
、
連
歌
を
中
世
詩
へ
と
完
成
さ
せ
た
宗
祇
は
、
中
世
文
学
を
領
導
す
る

隠
者
の
典
型
で
あ
り
、
中
世
を
代
表
す
る
学ポ

エ
タ
・
ド
ク
ト
ウ
ス

匠
詩
人
で
あ
っ
た
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
水
無
瀬
三
吟
」
の
宗
祇
の
発
句
は
、

　
　

雪
な
が
ら
山
も
と
霞
む
夕
か
な

　

後
鳥
羽
院
の
「
見
わ
た
せ
ば
山
も
と
霞
む
水
無
瀬
川
夕
は
秋
と
な
に
思

ひ
け
ん
」（『
新
古
今
集
』
春
上
）
を
本
歌
と
し
て
（
引
用
し
称
揚
し
て
）、

さ
ら
に
『
枕
草
子
』
の
「
秋
は
、
夕
暮
」
お
よ
び
『
新
古
今
集
』
の
「
三

夕
」
の
歌
（
寂
蓮
・
西
行
・
定
家
）
を
反
転
さ
れ
た
陰
画
の
よ
う
に
借
景

し
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
歿
後
二
百
五
十
年
の
遠
忌
に
、
院
の
御
影
堂
に
奉

納
さ
れ
た
百
韻
の
連
歌
は
、
後
鳥
羽
院
（
そ
う
し
て
古
今
集
・
伊
勢
物
語

の
惟
喬
親
王
）
ゆ
か
り
の
水
無
瀬
で
、
土
地
の
霊
と
院
の
亡
魂
の
た
め
に

執
り
行
わ
れ
た
祭
式
・
儀
礼
で
あ
り
、
芸
能
・
興
行
で
あ
っ
た
。

　

脇
句
「
行
く
水
遠
く
梅
に
ほ
ふ
里
」（
肖
柏
）
以
下
、
季
節
の
転
変
、

時
間
の
遷
流
、
自
然
（
山
川
草
木
）
と
人
間
（
住
居
・
恋
・
述
懐
）
の
情

景
が
、
移
動
す
る
視
点
と
し
て
の
旅
び
と
を
語
り
手
と
し
て
、
彩
色
さ
れ

た
「
山
水
長
巻
」（
雪
舟
）
の
よ
う
に
繰
り
延
べ
ら
れ
て
い
く
。
地
方
を

往
来
し
漂
泊
す
る
連
歌
師
の
観
察
と
感
慨
が
、
流
浪
す
る
芸
能
民
や
遍
歴

す
る
宗
教
的
遊
行
者
と
重
な
っ
て
、
無
常
の
相
の
も
と
に
、
時つ

き

間ひ

は
過た

び

客び
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
中
世
の
観
念
・
認
識
が
詩
へ
と
彫
琢
さ
れ

る
。『
一
遍
聖
絵
』
と
並
ぶ
達
成
で
あ
る
。

　

揚
句
（
挙
句
）「
人
に
お
し
な
べ
道
ぞ
正
し
き
」（
宗
長
）
は
、
再
び
後

鳥
羽
院
へ
と
回
帰
し
て
、
終
る
。「
奥
山
の
お
ど
ろ
が
下
も
ふ
み
わ
け
て

道0

あ
る
世
ぞ0

と
人0

に
知
ら
せ
ん
」（『
新
勅
撰
集
』
雑
歌
下
）。
道
（
大
義
・

道
理
）
の
実
現
の
た
め
に
は
戦
乱
を
も
厭
わ
な
い
か
の
よ
う
な
帝
王
の
気

迫
と
措
辞
を
借
り
用
い
て
、
人
倫
（
道
）
に
よ
っ
て
乱
世
を
鎮
め
よ
う
と

す
る
発
想
を
示
す
が
、
未
来
に
向
け
て
豊
作
・
寿
福
・
泰
平
（
太
平
）
を

予
祝
す
る
の
は
、
神
事
・
芸
能
の
論
理
で
あ
り
、
存
在
理
由
で
あ
っ
た
。

　

後
鳥
羽
院
を
招
魂
し
、
時
代
を
憑
依
す
る
宗
祇
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
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は
、
国
見
の
儀
礼
に
基
づ
い
て
、
高
天
原
か
ら
天
降
り
き
た
「
香
具
山
」

に
、
天
の
運
行
（
春
→
夏
→
）
と
皇
位
の
継
承
（
持
統
→
文
武
→
）
を
詠

み
上
げ
た
女
帝
の
よ
う
に
、
水
無
瀬
（
空
間
）
と
春
（
時
間
）
を
統
治
す

る
院
の
ま
な
ざ
し
と
同
化
し
て
、
世
界
（
時
空
）
を
象
徴
詩
（
三
吟
百

韻
）
へ
と
昇
華
せ
し
め
る
野
心
で
あ
っ
た
。

５　

実
隆
／
学
者
文
化
人

　

三
条
西
実
隆
は
、
宗
祇
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
、
さ
ら
に
伊
勢
・
源
氏

を
学
び
、
古
典
学
へ
、
源
氏
学
へ
と
深
く
分
け
入
り
、
た
び
た
び
源
氏
の

本
文
を
書
写
し
校
合
し
て
「
証
本
」
化
を
試
み
、
注
釈
書
『
花
鳥
余
情
』

『
河
海
抄
』『
弄
花
抄
』
な
ど
を
蒐
集
し
書
写
し
て
研
鑚
に
励
み
、
宗
祇
・

肖
柏
の
協
力
を
得
て
『
源
氏
物
語
系
図
』
を
作
成
し
、
み
ず
か
ら
も
『
源

氏
愚
抄
』
を
著
わ
し
、
つ
い
に
諸
注
集
成
『
細
流
抄
』
を
完
成
さ
せ
た
。

　

二
条
良
基
は
、
歌
人
で
あ
り
連
歌
作
者
で
あ
り
、
そ
の
文
学
論
（
歌
学

書
・
連
歌
論
書
）
に
よ
っ
て
連
歌
史
を
牽
引
し
、
宗
祇
は
、
連
歌
師
と
し

て
連
歌
を
最
高
の
水
準
に
高
め
、
か
つ
古
今
伝
授
を
中
継
し
て
伊
勢
・
源

氏
論
に
新
見
を
加
え
た
学
匠
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
実
隆
は
、
有
職
故
実
・

日
本
書
紀
・
古
今
・
伊
勢
・
源
氏
に
相
渉
っ
た
碩
学
・
一
条
兼
良
の
和
学

を
継
承
し
て
、
そ
れ
を
源
氏
学
へ
と
限
定
・
特
化
し
て
家
学
を
興
し
た
。

和
歌
・
連
歌
を
多
作
し
た
が
、
実
作
者
と
し
て
は
余
り
に
も
時
代
の
水
準

に
従
順
で
あ
っ
た
か
ら
、
文
学
史
に
期
待
の
地
平
を
拓
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。
穏
健
で
篤
実
な
学
風
に
よ
っ
て
、
源
氏
研
究
史
を
一
歩
進
め
、
克
明

な
漢
文
日
記
に
よ
っ
て
、
後
世
の
歴
史
学
に
寄
与
し
た
の
は
、
奇
才
を
衒

わ
ず
天
才
を
恃
ま
ず
営
営
と
中
庸
に
徹
し
た
精
神
に
起
因
す
る
で
あ
ろ

う
。

　

実
隆
の
和
学
は
、
漢
学
（
儒
教
・
漢
詩
文
）
と
も
、
仏
教
（
浄
土
教
・

禅
）
と
も
、
神
道
（
吉
田
兼
倶
）
と
も
、
対
立
す
る
こ
と
な
く
共
存
し
て

い
た
か
ら
、
源
氏
学
に
深
入
り
す
る
こ
と
と
、
四
書
・
史
記
・
法
華
経
・

浄
土
三
部
経
・
往
生
要
集
を
読
む
こ
と
、
三
体
詩
や
山
谷
詩
を
学
ぶ
こ

と
、
禅
僧
や
神
道
家
と
交
わ
る
こ
と
と
は
、
背
反
し
合
う
こ
と
な
く
同
居

し
て
い
た
。
狂
お
し
い
求
道
派
で
は
な
か
っ
た
実
隆
は
、
独
創
的
な
表
現

者
で
も
自
立
し
た
批
評
家
で
も
な
く
、
哲
学
や
宗
教
を
教
養
と
し
て
平
板

化
し
た
大
正
教
養
派
、
あ
る
い
は
戦
後
に
出
現
し
た
学
者
文
化
人
の
、
い

ち
は
や
き
先
蹤
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
芳
賀
幸
四
郎
『
三
条
西
実
隆
』（
前
掲
）
は
、
次
の
よ
う
に

言
う
。宗

祇
は
越
後
・
周
防
・
摂
津
な
ど
諸
国
に
頻
繁
に
下
向
し
た
が
、
そ

う
し
た
際
に
は
い
つ
も
実
隆
に
色
紙
・
短
冊
・
扇
面
な
ど
に
染
筆
さ
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せ
、
そ
れ
を
持
っ
て
下
り
、
帰
洛
の
時
に
は
若
干
の
礼
銭
や
土
産
物

を
持
っ
て
く
る
の
が
例
で
あ
り
…
…
実
隆
の
雅
名
が
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
宗
祇
と
そ
の
門
弟
の
連
歌
師
た
ち
の
媒

介
に
よ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

　

地
方
の
武
家
（
大
名
・
武
将
・
被
官
）
の
間
に
も
連
歌
熱
は
広
が
っ
て

い
て
、
和
歌
・
物
語
の
素
養
は
必
須
と
考
え
ら
れ
、
上
洛
の
機
会
も
あ
っ

た
の
だ
か
ら
、
都
（
中
央
）
の
文
化
を
代
表
す
る
公
家
（
大
臣
家
）
の
能

筆
家
で
一
流
の
源
氏
研
究
者
で
あ
る
実
隆
の
存
在
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
隠
者
（
連
歌
師
た
ち
）
が
、
都
と
地
方
を
往
来

し
、
仲
介
す
る
役
割
を
果
し
た
の
だ
。
古
今
・
伊
勢
・
源
氏
は
、
物
語

（
文
学
）
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
古
典
、
文
化
、
商
品
と
な
り
、
貨
幣

と
と
も
に
、
漂
泊
民
と
と
も
に
、
全
国
を
往
来
し
て
流
通
し
た
。

　

実
隆
の
書
写
し
た
『
源
氏
物
語
』
全
五
十
四
帖
は
、
甲
斐
の
国
の
某
に

千
五
百
疋
で
売
却
さ
れ
、
秘
蔵
し
て
い
た
全
巻
も
、
能
登
守
護
畠
山
義
総

に
二
千
匹
で
売
却
さ
れ
た
。
依
頼
さ
れ
れ
ば
将
棋
の
駒
に
も
字
を
書
い

た
。
実
隆
の
家
計
・
経
済
生
活
の
一
端
で
あ
る
が
、
写
本
時
代
す
な
わ
ち

前プ
レ

出
版
文
化
史
の
一
齣
、
学
者
文
化
人
の
副
収
入
で
あ
る
。

　

実
隆
の
文
学
的
営
為
（
和
歌
・
連
歌
・
和
漢
聯
句
、
漢
文
日
記
、
古
今

伝
授
・
源
氏
研
究
な
ど
）
は
、
初
心
者
や
門
外
漢
の
域
を
脱
し
て
い
た
に

も
せ
よ
、
新
た
な
戦
慓
の
創
造
に
至
っ
て
は
い
な
い
か
ら
詳
細
な
年
表
や

目
録
に
は
登
載
さ
れ
て
も
、
作
品
論
や
詩
人
論
の
心
惹
か
れ
る
主
題
や
対

象
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
実
隆
の
几
帳
面
な

日
記
（
記
録
）
か
ら
窺
わ
れ
る
彼
の
幅
広
い
交
遊
（
公
家
・
武
家
・
隠

者
・
衆
庶
）
と
様
々
な
文
学
的
活
動
は
、
中
世
の
世
相
と
と
も
に
、
中
世

文
学
の
動
静
を
如
実
に
伝
え
て
、
貴
重
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

　

原
勝
郎
『
東
山
時
代
に
於
け
る
一
縉
神
の
生
活
』（
前
掲
）
は
、「
能
書

で
且
つ
文
字
の
造
詣
の
深
か
つ
た
実
隆
」
が
「
勅
命
に
よ
つ
て
」「
書
写

又
は
朗
読
し
た
も
の
」
を
次
の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
。

先
づ
絵
巻
の
種
類
で
は
山
寺
法
師
絵
巻
、
本
願
寺
曼
陀
羅
縁
起
、
石

山
寺
縁
起
、
誓
願
寺
縁
起
、
因
幡
堂
縁
起
、
み
し
ま
に
絵
詞
、
源
夢

絵
詞
、
春
日
権
現
霊
験
絵
詞
、
東
大
寺
執
金
剛
絵
詞
、
石
地
蔵
絵

詞
、
飜
邪
帰
正
絵
詞
、
石
山
絵
詞
、
介
錯
仏
子
絵
詞
、
三
宝
絵
詞
、

弘
法
大
師
絵
詞
、
北
野
縁
起
絵
詞
等
で
、
此
外
に
書
い
た
で
も
な
く

又
読
ん
だ
で
も
な
く
、
勅
命
に
よ
つ
て
一
見
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
も

の
は
数
々
あ
つ
た
。

　

神
仏
習
合
の
中
世
は
、
寺
社
縁
起
（
絵
巻
）
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
現

存
す
る
も
の
、
散
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
も
の
を
含
め
て
「
当
時
の
好
尚
を
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示
す
に
足
る
」
夥
し
い
書
名
・
作
品
群
で
あ
る
。「
好
尚
」
は
す
な
わ
ち

精
神
史
・
文
化
史
の
動
向
で
あ
っ
て
、
人
々
の
美
と
信
仰
の
生
活
を
今
に

伝
え
る
。
揮
毫
、
朗
読
、
一
見
は
、
作
品
の
制
作
で
あ
り
享
受
で
あ
る
。

　

芳
賀
幸
四
郎
『
三
条
西
実
隆
』（
前
掲
）
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
事
が

見
い
だ
さ
れ
る
の
で
、
抄
出
し
て
お
く
。

後
土
御
門
天
皇

0

0

の
意
を
う
け
て
『
高
野
雪
絵
詞
』
の
起
草

0

0

に
腐
心
し

た
／
宿
直
の
晩
に
は
『
散
ら
ぬ
桜
の
物
語
』『
秋
の
夜
長
物
語
』『
宇

治
大
納
言
物
語
』
な
ど
を
読
進

0

0

す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
／
禁
裏
で
は

『
一
路
遁
世
由
来
之
物
語
絵
巻
』
の
作
成

0

0

を
企
て
て
、
そ
の
詞
書
の

起
草

0

0

を
実
隆
に
命
じ
／
北
野
社
の
松
梅
院
か
ら
土
佐
光
信

0

0

0

0

が
新
た
に

描
く
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
の
詞
書
を
書
く

0

0

こ
と
を
頼
ま
れ
、
こ

れ
が
縁
と
な
っ
て
光
信
が
し
ば
し
ば
や
っ
て
き
た
／
『
参
鈷
寺
縁
起

絵
巻
』
の
絵
詞
の
清
書

0

0

な
ど
に
没
頭
し
て
い
た
／
『
当
麻
寺
縁
起
絵

巻
』
の
一
段
の
詞
書
を
染
筆
し
た
こ
と
、
将
軍

0

0

義
晴
の
依
頼
で
や
む

な
く
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
の
絵
詞
を
草
し
た
こ
と
…
…
（
傍
点
は

引
用
者
）

　

天
皇
と
将
軍
と
公
家
（
実
隆
）
と
絵
師
（
職
人
）
と
の
協
同
に
よ
っ
て

物
語
や
絵
巻
が
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
中
世
文
学
成
立
の
光
景

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
金
融
機
関
と
し
て
貨
幣
経
済
に
位
置
を
占
め
て
い
た

寺
社
勢
力
が
、
芸
能
の
興
行
を
差
配
し
て
い
た
よ
う
に
、
縁
起
絵
巻
を
企

画
し
出
資
す
る
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
没
落
貴

族
、
隠
者
、
町
衆
へ
と
拡
げ
て
い
け
ば
、
そ
こ
に
奈
良
絵
本
や
御
伽
草
子

が
姿
を
現
わ
し
て
く
る
。
誰
か
一
人
だ
け
が
作
者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。

　

物
語
や
説
話
集
を
「
読
進
」
す
る
と
は
、
文
字
で
書
か
れ
た
も
の
を
声

に
出
し
て
朗
読
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
平
家
の
物
語
と
平
曲
（
読
み
本

系
と
語
り
本
系
）
と
同
じ
く
、
目
の
文
学
と
耳
の
文
学
と
の
交
錯
で
あ
っ

て
、
文
学
の
芸
能
性
（
身
体
性
・
遂
行
性
）、
文
学
と
芸
能
と
の
親
縁
性

を
示
し
て
い
る
。「
物
語
」（
作
品
）
に
先
立
っ
て
口
承
の
「
物
語
す
」
が

あ
り
、
一
条
天
皇
が
「
源
氏
の
物
語
、
人
に
読
ま
せ
給
ひ
つ
つ
聞
こ
し
め

し
」
て
い
た
こ
と
（『
紫
式
部
日
記
』）、
浮
舟
が
絵
に
見
入
り
な
が
ら
侍

女
の
読
み
聴
か
せ
る
物
語
（
冊
子
）
に
耳
を
傾
け
て
い
た
こ
と
（『
源
氏

物
語
絵
巻
』）
を
思
い
出
す
。「
物
語
音
読
」
論
（
玉
上
琢
彌
）
は
、
宮
廷

の
女
房
、
女
君
の
侍
女
か
ら
、
宿
直
の
貴
族
・
廷
臣
へ
、
さ
ら
に
将
軍
の

御
伽
衆
へ
と
承
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

　

黙
読
は
、
必
ず
し
も
耳
の
文
学
を
駆
逐
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
近

代
の
小
説
も
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
に
よ
っ
て
視
聴
覚
化
さ
れ
芸
能

化
さ
れ
て
享
受
さ
れ
る
。
琵
琶
法
師
だ
っ
て
、
文
字
の
読
め
な
い
聴
衆
に

の
み
語
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
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寺
社
縁
起
は
、
伝
承
を
核
と
し
て
い
る
か
ら
、
説
話
集
と
も
交
錯
し
、

た
が
い
に
越
境
し
合
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
信
貴
山
縁
起
と
古
本
説
話

集
・
宇
治
拾
遺
物
語
、
当
麻
曼
陀
羅
と
古
今
著
聞
集
な
ど
。
縁
起
絵
巻

も
、
絵
師
の
伎
倆
、
起
草
・
染
筆
者
の
文
才
な
ど
に
よ
っ
て
、
異
伝
・
異

本
を
生
じ
さ
せ
る
。『
北
野
天
神
縁
起
』
は
、
承
久
本
・
弘
安
本
な
ど

「
七
種
の
遺
品
」
が
伝
存
す
る
と
い
う
（
中
央
公
論
社
『
続
日
本
の
絵

巻
』
15
）。

　

さ
い
わ
い
滋
賀
の
桑
実
寺
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
『
桑
実
寺
縁
起
』
二
巻

（
重
要
文
化
財
）
は
、
同
じ
く
『
続
日
本
の
絵
巻
』
24
（
小
松
茂
美
編
集
・

解
説
）
に
収
め
ら
れ
て
、
容
易
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
巻
の

奥
書
（
実
隆
筆
）
に
、
成
立
の
時
期
、
協
同
制
作
者
の
名
を
次
の
よ
う
に

誌
し
て
い
る
。

　
　

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
八
月
十
七
日
（
花
押
）

　
　
　

征
夷
大
将
軍
権
大
納
言
源
朝
臣
（
義
晴
）

　
　

詞

　

宸
筆
（
後
奈
良
天
皇
）�

青
蓮
院
宮
（
尊
鎮
法
親
王
）

�

逍
遙
院
（
実
隆
）

　
　

絵

　
　
　
　

絵
所
預
刑
部
大
輔
光
茂

　

下
巻
に
は
「
詞
／
青
蓮
院
宮　

入
道
内
大
臣
（
実
隆
）
／
絵
／
土
佐
刑

部
大
輔
光
茂
／
天
文
元
年
八
月
十
七
日
（
花
押
）
／
権
大
納
言
源
朝
臣
」

と
。

　

芳
賀
幸
四
郎
は
「
将
軍
義
晴
の
依
頼
で
や
む
な
く
…
…
絵
詞
を
草
し

た
」
と
言
う
が
、
小
松
茂
美
は
「
こ
の
絵
巻
の
制
作
に
か
か
わ
っ
た
実
隆

の
、
異
常
な
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
見
る
。
将
軍
（
大
納
言
＝
正

三
位
）
の
権
力
・
威
圧
に
対
す
る
公
家
（
内
大
臣
＝
従
二
位
）
の
屈
折
し

た
誇
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
絵
（
画
筆
）
詞
（
手
跡
）
と
も
に
勝
れ
た

優
品
が
完
成
し
て
遺
さ
れ
、
そ
れ
が
寺
社
、
皇
族
、
公
家
、
将
軍
、
絵
師

た
ち
の
協
同
制
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
絵
（
絵
巻
）
と

詞
（
散
文
と
書
）、
美
術
と
文
学
、
美
と
信
仰
と
権
威
と
が
、
渾
然
と
一

体
化
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
も
。
階
級
と
ジ
ャ
ン
ル
の
越
境
は
、
雑
居
文

化
だ
と
評
し
て
も
、
貶
め
た
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。

　

乱
世
、
下
剋
上
の
時
代
、
中
世
は
、
す
で
に
、
王
法
と
仏
法
、
公
家
と

武
家
、
寺
社
と
世
俗
、
中
央
と
地
方
、
と
い
う
明
確
な
境
界
、
価
値
の
序

列
も
崩
れ
始
め
て
い
た
。
貨
幣
経
済
の
浸
透
に
よ
る
文
化
の
平
準
化
、
宗

教
の
世
俗
化
、
武
家
の
公
家
化
、
権
威
の
相
対
化
、
社
会
の
多
様
化
な
ど

も
進
ん
で
い
た
。
み
や
び
／
ひ
な
び
の
観
念
が
、
有
心
／
無
心
、
無
常
／

幽
玄
、
花
／
枯
淡
な
ど
の
美
的
理
念
の
模
索
を
経
て
、
わ
び
／
さ
び
の
発
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見
へ
と
至
る
土
壌
で
あ
る
。

　

文
学
史
も
ま
た
、
女
房
文
学
か
ら
隠
者
文
学
へ
、
と
単
線
的
に
推
し

移
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
世
の
宮
廷
女
房
も
和
歌
・
連
歌
・
日
記
な
ど

を
遺
し
た
が
、
例
え
ば
『
と
は
ず
が
た
り
』
は
漢
語
を
多
用
し
、
後
半
に

西
行
の
旅
を
追
っ
て
い
る
よ
う
に
、
隠
者
文
学
と
接
近
し
て
い
る
。
京
／

鎌
倉
と
い
う
二
元
性
は
、
南
／
北
朝
を
経
て
、
都
（
公
家
／
武
家
／
衆

庶
）
／
地
方
（
守
護
／
被
官
／
領
民
）
と
い
う
重
層
性
へ
と
至
り
、
貨
幣

が
、
商
工
民
・
芸
能
民
・
隠
者
ら
と
と
も
に
、
横
行
し
往
来
し
仲
介
し
て

い
る
時
代
・
社
会
の
文
化
で
あ
り
文
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
隆
が
関
わ
っ
た
文
学
の
領
域
も
、
和
歌
、
連
歌
、
和
漢
聯
句
、
源
氏

研
究
、
縁
起
絵
巻
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
将
軍
義
尹
か
ら
は
、
陳
祖
田
ら

の
「
狂
歌
合
せ
」
の
判
詞
を
依
頼
さ
れ
、
染
筆
し
て
呈
上
し
て
い
る
。
謹

厳
実
直
な
学
者
肌
の
人
だ
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
排
除
す
る
狭
量
な
公
家
で
は

な
い
。
能
登
の
守
護
・
畠
山
義
総
か
ら
は
「
早
歌
」
の
本
の
謝
礼
二
千
疋

が
届
け
ら
れ
、
町
衆
の
た
め
に
は
「
拍
子
物
の
小
歌
の
料
に
和
歌
二
十

首
」
を
書
き
遣
わ
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
し
ば
し
ば
「
猿
楽
」（
手
猿
楽
・
勧
進
猿
楽
・
立
合
能
）
を
見

学
し
、
観
世
小
次
郎
信
光
の
た
め
に
、
能
「
狭
衣
」
を
作
り
、
大
内
氏
の

被
官
・
門
田
大
蔵
少
輔
か
ら
、
宝
生
新
作
の
能
「
空
蟬
」
の
添
削
を
求
め

ら
れ
て
も
い
る
。
い
ず
れ
も
、
学
者
文
化
人
の
余
枝
、
付
き
合
い
、
小
遣

い
銭
稼
ぎ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
多
芸
多
才
ぶ
り
は
、
中
世
文
学
の
多
様
性

（
集
団
性
、
民
衆
性
、
無
名
性
、
芸
能
性
、
猥
雑
性
な
ど
）
を
集
約
的
・

象
徴
的
に
体
現
し
表
現
し
て
い
る
。
通
俗
性
は
、
平
家
・
平
曲
、
能
・
狂

言
、
連
歌
、
早
歌
・
小
歌
、
説
経
節
な
ど
の
肥
沃
な
原
郷
だ
っ
た
で
は
な

い
か
。
平
語
俗
談
は
、
や
が
て
正
さ
れ
る
に
し
て
も
、
再
び
甦
え
っ
て
文

学
を
活
性
化
す
る
責
務
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
記
に
窺
わ
れ
る
実
隆
の
交
友
圏
は
、
天
皇
・
皇
族
、
将
軍
・
武
家
、

神
道
家
・
仏
教
者
と
幅
広
い
が
、
宗
祇
ら
隠
者
・
連
歌
師
を
通
し
て
地
方

と
も
繋
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
邸
宅
に
は
、
絵
師
、
経
師
、
大
工
、
庭
の

者
（
河
原
者
）
た
ち
が
出
入
り
し
、
家
司
・
中
沢
重
種
や
青
侍
・
磯
山
弥

三
郎
光
康
ら
を
介
し
て
、
荘
園
の
年
貢
、
淀
の
魚
市
や
天
王
寺
の
青
苧
座

の
公
事
・
本
所
料
な
ど
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
。
堺
の
町
衆
・
武
野
紹
鷗

（
千
利
休
の
師
）
も
頻
り
に
訪
れ
て
い
る
。
厖
大
な
記
事
を
集
蔵
し
て
い

る
『
実
隆
公
記
』
は
、
世
相
・
人
事
を
乱
反
射
し
て
、
乱
世
を
生
き
る
人

間
の
思
想
・
文
化
・
文
学
を
映
し
出
す
鏡
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
隆
の
歌
一
首
を
掲
げ
て
、
こ
の
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
む
ろ
ん
実
隆

の
代
表
作
で
も
秀
歌
で
も
な
い
が
、
細
部
あ
る
い
は
極
微
が
、
全
体
像
を

結
ぶ
た
め
の
焦
点
に
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
。

　
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
25
番
「
述
懐
」
左
「
へ
う
ほ
う
ゑ
（
表
補

絵
）
師
」
の
歌
。
岩
崎
佳
枝
『
職
人
歌
合　

中
世
職
人
群
像
』（
平
凡
社
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選
書
）
の
研
究
・
考
証
を
借
用
す
る
。

い
か
に
せ
ん
馬
な
ら
ぬ
絵
の
へ
う
ほ
う
絵
ま
き
だ
し
わ
ろ
く
の
り
の0

こ
は
き
を

　

実
隆
の
『
雪
玉
集
』
第
十
八
巻
に
「
表
法
絵
師
」
と
し
て
「
い
か
に
せ

む
馬
な
ら
ぬ
絵
の
表
法
絵
ま
き
だ
し
わ
ろ
く
の
り
こ
は
く
し
て

0

0

0

」
と
見
え

る
こ
と
か
ら
、
実
隆
の
作
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。「
へ
う
ほ
う
（
表
補
）」

「
ま
き
（
巻
き
）」「
の
り
（
糊
）」
に
「
兵
法
」「
牧
、
巻
（
狩
）」「
法
」

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
も
思
わ
れ
る
が
、
戯
れ
の
狂
歌

で
あ
る
。

　

だ
が
、
職
人
の
日
常
的
な
苦
衷
（
心
中
思
惟
）
を
「
述
懐
」
の
歌
と
し

て
詠
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
公
家
の
学
者
文
化
人
が
、
公
家
・

武
家
・
衆
庶
の
雑
居
す
る
都
市
の
生
活
環
境
に
根
ざ
し
た
現
実
的
な
感
覚

を
見
失
わ
な
か
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
都
に
住
む
と
は
例
え
ば
「
洛
中
洛

外
図
屏
風
」
絵
を
見
渡
す
ま
な
ざ
し
を
鍛
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

あ
る
い
は
、『
源
氏
物
語
』
へ
の
沈
潜
・
没
頭
で
あ
る
研
究
に
よ
っ
て

涵
養
さ
れ
た
感
性
・
想
像
力
だ
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
夕
顔
の
巻
に

は
、
下
京
あ
た
り
の
庶
民
の
哀
感
が
描
か
れ
て
い
て
、
葵
の
巻
に
は
、
六

条
の
御
息
所
が
「
袖
ぬ
る
る
こ
ひ
ぢ
（
泥
土
）」
に
「
下
り
立
つ
田
子

（
農
民
）」
を
喩
と
し
て
、
み
ず
か
ら
の
「
恋
路
」
の
ゆ
く
え
を
歌
う
一
首

が
あ
っ
て
、
実
隆
は
『
細
流
抄
』
で
「
物
語
中
第
一
の
歌
」
と
評
し
て
い

た
。

　

狂
歌
一
首
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
実
隆
の
ま
な
ざ
し
、
そ
の
底
辺
か
ら

の
目
線
を
、
中
世
文
学
の
全
容
を
眺
め
返
す
視
点
・
方
法
と
す
る
こ
と
が

で
き
は
し
な
い
か
。
井
の
中
の
蛙
が
星
座
を
見
渡
す
よ
う
に
。


